






 論  文  内  容  要  旨  
       学 籍 番 号 B 4 D D 5 0 2 6   氏  名  藤 居  剛 志  
骨 格 筋 機 能 的 磁 気 共 鳴 画 像 （ m u s c l e  f u n c t i o n a l  m a g n e t i c  
r e s o n a n c e  i m a g i n g :  m f M R I ） は 、 運 動 に 伴 う 骨 格 筋 の 横 緩 和 時 間 （ T 2 ）
の 延 長 を 指 標 と し て 、 筋 活 動 を 定 量 的 に 評 価 す る 方 法 で あ る 。 当 分
野 で は 咀 嚼 筋 全 体 に お け る T 2 変 化 の 総 和 が 咬 合 力 に 対 し て 被 験 者 を
跨 い だ 強 い 相 関 を 示 す こ と を 報 告 し た が 、 咀 嚼 筋 に お け る T 2 変 化 量
と 筋 電 図 測 定 値 と の 関 連 は 未 だ 不 明 で あ る 。 本 研 究 の 目 的 は 、 咀 嚼
筋 全 体 の T 2 変 化 量 が 咬 合 力 と 相 関 を 示 す 一 方 で 、 筋 電 図 は 単 位 体 積
あ た り の T 2 変 化 量 と よ り 強 い 相 関 を 示 す と い う 仮 説 の 検 証 で あ る 。
被 験 者 は 健 常 有 歯 顎 者 6 名 と し た 。 最 大 咬 合 力 の 、 1 0 % 、 2 0 % 、 3 0 % 、
4 0 % の 運 動 強 度 に よ る 3 0 秒 お よ び 6 0 秒 の ク レ ン チ ン グ を 運 動 タ ス ク
と し 、 タ ス ク の 前 後 に M R I 撮 像 を 行 っ た 。 咬 筋 浅 層 お よ び 側 頭 筋 の
関 心 体 積 （ v o l u m e  o f  i n t e r e s t :  V O I ） を 設 定 し 、 こ れ を 再 構 成 し た
T 2 画 像 へ 適 用 す る こ と で 各 筋 の 平 均 T 2 を 算 出 し た 。同 日 撮 像 の タ ス
ク 前 M R 画 像 で の V O I ご と の 最 小 平 均 T 2 を 、 タ ス ク 前 平 均 T 2 の 代 表
値 と し た 。 タ ス ク 後 の 平 均 T 2 か ら 上 記 代 表 値 を 減 算 す る こ と で 単 位
体 積 あ た り の T 2 変 化 量 （ 平 均 Δ T 2 ） を 求 め 、 さ ら に 被 験 者 ご と に 各
V O I 内 の 平 均 v o x e l 数 を 算 出 し 、 平 均 Δ T 2 と 平 均 v o x e l 数 を 乗 算 す
る こ と で 各 V O I 全 体 の T 2 変 化 量 （ ∫ Δ T 2 ） を 算 出 し た 。 筋 電 図 は 、
M R I 撮 像 時 と 同 じ 運 動 タ ス ク を 行 わ せ な が ら 咬 筋 と 側 頭 筋 か ら 測 定
し 、 筋 電 図 積 分 値 （ i n t e g r a t e d  e l e c t r o m y o g r a p h y ； i E M G ） を 算 出 し
た 。 統 計 処 理 に は 線 形 混 合 モ デ ル を 使 用 し 、 主 に T 2 変 化 量 と 筋 電 図
測 定 値 と の 関 連 や 、 T 2 変 化 量 お よ び 筋 電 図 測 定 値 と 咬 合 力 と の 関 連
に つ い て 解 析 し た 。  
i E M G に 対 す る 平 均 Δ T 2 と ∫ Δ T 2 の 関 連 解 析 で は 、 平 均 Δ T 2 で は
有 意 な 交 互 作 用 が 認 め ら れ ず 、 筋 ご と に 類 似 し た 回 帰 係 数 を 示 し た 。
こ れ は 、 筋 電 図 は 単 位 体 積 あ た り の T 2 変 化 量 と よ り 強 い 相 関 を 示 す
と い う 仮 説 を 支 持 す る と 共 に 、 脊 柱 筋 の 平 均 T 2 と 平 均 E M G 値 は 筋 ご
と に 異 な る 回 帰 係 数 で 線 形 関 係 を 示 す と い う 過 去 の 報 告 と 一 致 し
た 。 ま た 、 咬 合 力 に 対 す る i E M G 、 平 均 Δ T 2 お よ び ∫ Δ T 2 の 4 筋 合 計
値 の 関 連 解 析 で は 、3 0 秒 と 6 0 秒 ク レ ン チ ン グ の 両 方 で 交 互 作 用 が 有
意 で な い の は ∫ Δ T 2 の み で あ っ た 。 こ れ は 、 ∫ Δ T 2 が 被 験 者 の 違 い
を 越 え て 咬 合 力 と 関 連 を 示 す 特 性 を 持 つ こ と を 示 唆 し て お り 、 T 2 変
化 量 が 筋 の 糖 代 謝 量 を 反 映 す る と い う 過 去 の 報 告 と 矛 盾 し な い 。 本
研 究 と 同 程 度 の 運 動 強 度 の 等 尺 性 運 動 で あ れ ば 、咀 嚼 筋 の T 2 変 化 は 、
被 験 者 や 筋 の 違 い を 越 え て 、 代 謝 量 と い う 共 通 の 尺 度 で 任 意 領 域 の
筋 活 動 を 比 較 す る た め の 指 標 と な り 得 る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 
